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ミツカン水の文化センターが 2017年度からスタートした「発見！水の文化」。従来の「里川文化塾」に比べ
てより身近で気軽な企画としたフィールドワークです。第3回「船でめぐる東京の水辺～江東の内部河川編～」
と第5回「江戸の水辺街歩き（深川編）」の様子をご紹介します。（残念ながら第 4回は台風の影響で中止）
週末の昼下がり、しかも比較的短い時間ということもあって、幅広い年齢層の方々にご参加いただきました。
2018年度の「発見！水の文化」にもぜひご期待ください！　http://www.mizu.gr.jp/hakken/houkoku/

好評だった第1回「日本橋編」に続き、講師に
斎藤善之さんをお招きして「江戸の水辺街歩き～
深川編～」を開催しました。
江戸時代に埋め立てが進んだエリア「深川」は
幕府の船庫が置かれたり、物流のターミナルにな
ったりと、さまざまな役割を果たしていました。往
時の面影はないところもありますが、専門家の解
説を聞き、江戸時代の風景を想像しながら、今に
引き継がれる「水の文化」を再発見しました。

参加者の声
「こんなにしっかりしたレジュメをいただけると思っていな
かった。。。後で振り返りながら再度今回のルートを巡ってみ
ようと思います！」（女性20代）
「多くのガイドツアーに参加しているが、ここまで内容の濃
いツアーは初めて」（男性70代）

センター活動報告

フィールドワーク新企画 「発見！水の文化」 が好評です！

江戸の水辺街歩き（深川編）
――2017年11月12日（日）13:00～16:30

万年橋を渡る参加者

新大橋で説明する
斎藤先生

講師：斎藤 善之（さいとう・よしゆき）さん 　東北学院大学経営学部 教授

Webで公開中！

開放感あふれるオープンデッキ型の
観光船に乗って、日本橋川から神田川、
そして隅田川を経て江東区の内部河川
を巡り日本橋に戻るというロングクルー
ズを体験しました。
もちろん、ただ眺めるだけではありま
せん。講師の阿部さんと高松さんから江
戸時代の名残、現在の様子、そしてこ
れからの水辺の可能性についてさまざ
まなお話をお聞きし、水辺と人の暮らし
について考えました。

船でめぐる東京の水辺
～江東の内部河川編～
――2017年 9月23日（土）13:00～16:30

旧中川のクルーズ風景

深川発祥の地「深川神明宮」 今は公園となっている干鰯場跡
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講師：高松 巌（たかまつ・いわお）さん 　一般社団法人 まちふね みらい塾　代表理事

阿部 彰（あべ・あきら）さん 　一般社団法人 まちふね みらい塾　専務理事

日本橋観光桟橋にて

橋の上の人たち
と手を振り合う
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。また、今後の「発見！水の文化」につい
ても、順次ホームページでご案内します。ご注目ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第58号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

『水の文化』58号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form58.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：０３-3297-8578
メールアドレス：tokyo-office@mizu.gr.jp


